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仮設ポンプ等の資機材の確保
（広島県倉敷市）

非常時の電源確保
（電源車による受電）

燃料供給体制の確保
（出典：経済産業省ＨＰ）

電源車の設置
（東北電力）

停電時における

下水道施設の操作機能の確保

千曲川

千曲川流域下流
処理区終末処理場

浸水した下水処理場
（長野県 千曲川下流処理区）

大規模豪雨における

排水機能・処理機能の確保

下水道BCP策定マニュアルの改訂について

○ 平成30年7月豪雨や令和元年東日本台風では、処理場・ポンプ場が浸水し、揚水機能・処理機能が停止する
事態が発生。

○ 北海道胆振東部地震や令和元年房総半島台風では、広域かつ長期の停電により、自家発電設備の燃料不足
や長時間の運転による自家発電設備の故障等により不安定な運転操作を強いられた。

○ 地震・津波を対象とした現行のBCP策定マニュアルによって、ほぼ全ての地方公共団体でBCPを策定している
が、水害や長期の停電に対する対応は十分とは言えない。

○ 近年の災害を踏まえた下水道機能の確保における課題に対応するため、新たに水害を対象に追加するととも
に、広域かつ長期の停電時における機能確保の観点を充実させたるため、下水道BCPマニュアルの改訂を
行った。

背景・目的

【課題】 【マニュアル改訂の方向性】
大規模豪雨

長期間の停電時

浸水・土砂災害における機能停止リスクの把握
・土砂災害警戒区域等からの危険個所の把握
・内水・洪水等の浸水想定区域、継続時間、浸水深等の把握
・主要機器（ポンプ、原動機等）や補器類（燃料移
送機器等）への影響の把握等

下水道施設の浸水時における行動計画の策定
・揚水機能等の稼働状況の早期把握方法
・必要とされる資機材の確保と運用方法の確立等
・被害想定に基づき、必要最低限の機能確保、市街地での溢水
防止に向けた対応手順の検討（簡易処理ルートの確保）
・排水ポンプ車の要請準備

・職員の避難時における運転操作手順の検討

災害時の燃料供給体制等の確保
・燃料供給業者との協定締結
・燃料供給要請と円滑な情報共有体制の確保
・非常用発電設備がない場合の対処方針（管内留時間の把握等）

・土砂災害に伴う道路崩壊等により管渠の流失・
閉塞が発生した。
・内水氾濫の既往最高水位をベースに地盤をかさ上げし
ていたが、洪水により施設が被災した。
・施設周辺が浸水し、近づけなかった。設計図書も水没し、
被害状況の調査が難航した。
・ポンプ場や燃料貯蔵庫は耐水化していたが、燃料移送
ポンプが浸水により停止した。
・施設地下部の浸水により仮設ポンプ等が必要になった
が、ポンプの実揚程が大きく、排水能力の確保に時間を
要した。
・浸水に伴い施設が機能停止したが、仮設ポンプを設置
できるスペースが限られていた。

・長期間の停電によって、非常用発電設備の燃料
が不足し、不安定な運転操作を強いられた。
・燃料調達の要請時に必要となる情報（油種、備蓄量、運
転可能時間等）が決まっておらず、要請までの情報収集に
時間を要した。
・長期間の停電によって、非常用発電設備が連続運転によ
り故障が発生した。

災害の停電時間の設定
・施設の立地特性や停電時の影響の程度を踏まえ、発災後７２時
間の業務継続が可能となるよう検討

下水道BCPマニュアル改訂の方向性について
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